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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成24年11月29日(2012.11.29)

【公表番号】特表2012-504955(P2012-504955A)
【公表日】平成24年3月1日(2012.3.1)
【年通号数】公開・登録公報2012-009
【出願番号】特願2011-530592(P2011-530592)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   7/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  16/10    　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ｃ
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０１　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０２　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ   7/00    　　　　
   Ｃ１２Ｐ  21/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年10月11日(2012.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１種、２種、３種、または４種の異なるデングウイルス血清型を中和するヒト抗体また
はその抗原結合断片であって、前記抗体は、デングウイルス感染の抗体依存性増強の一因
とはならない、ヒト抗体またはその抗原結合断片。



(2) JP 2012-504955 A5 2012.11.29

【請求項２】
　デングウイルスを中和するヒト抗体またはその抗原結合断片であって、前記抗体は、Ｆ
ｃ領域に変異を含み、前記変異は、前記抗体のＦｃ受容体への結合を減少させる、ヒト抗
体またはその抗原結合断片。
【請求項３】
　前記抗体の前記Ｆｃ領域は、ＣＨ２のＬ４Ａ変異、ＣＨ２のＬ５Ａ変異、または両方を
含む、請求項１または２に記載の抗体、またはその抗原結合断片。
【請求項４】
　（ｉ）配列番号１、１７、３３、４９、６７、８３、１０５、１２１、１３５、１４９
、１５３、１６９、および１８５からなる群から選択される重鎖ＣＤＲ１と、配列番号２
、１８、３４、５０、６８、８４、１０６、１２２、１３６、１５４、１７０、および１
８６からなる群から選択される重鎖ＣＤＲ２と、配列番号３、１９、３５、５１、６９、
８５、１０７、１２３、１３７、１５５、１７１、および１８７からなる群から選択され
る重鎖ＣＤＲ３、または
（ｉｉ）配列番号４、２０、３６、５２、７０、８６、９９、１０８、１３８、１５６、
１７２、および１８８からなる群から選択される軽鎖ＣＤＲ１と、配列番号５、２１、３
７、５３、７１、８７、１０９、１２４、１５７、および１７３からなる群から選択され
る軽鎖ＣＤＲ２と、配列番号６、２２、３８、５４、７２、８８、１００、１１０、１２
５、１３９、１５８、１７４、および１８９からなる群から選択される軽鎖ＣＤＲ３を含
む、請求項１、２または３に記載の抗体、またはその抗原結合断片。
【請求項５】
　（ｉ）ＣＤＲＨ１に配列番号１、ＣＤＲＨ２に配列番号２、ＣＤＲＨ３に配列番号３、
ＣＤＲＨ１に配列番号１７、ＣＤＲＨ２に配列番号１８、およびＣＤＲＨ３に配列番号１
９、ＣＤＲＨ１に配列番号３３、ＣＤＲＨ２に配列番号３４、およびＣＤＲＨ３に配列番
号３５、ＣＤＲＨ１に配列番号４９、ＣＤＲＨ２に配列番号５０、およびＣＤＲＨ３に配
列番号５１、ＣＤＲＨ１に配列番号６７、ＣＤＲＨ２に配列番号６８、およびＣＤＲＨ３
に配列番号６９、ＣＤＲＨ１に配列番号８３、ＣＤＲＨ２に配列番号８４、およびＣＤＲ
Ｈ３に配列番号８５、ＣＤＲＨ１に配列番号１０５、ＣＤＲＨ２に配列番号１０６、およ
びＣＤＲＨ３に配列番号１０７、ＣＤＲＨ１に配列番号１２１、ＣＤＲＨ２に配列番号１
２２、およびＣＤＲＨ３に配列番号１２３、ＣＤＲＨ１に配列番号１３５、ＣＤＲＨ２に
配列番号１３６、およびＣＤＲＨ３に配列番号１３７、ＣＤＲＨ１に配列番号１４９、Ｃ
ＤＲＨ２に配列番号１３６、およびＣＤＲＨ３に配列番号１３７、ＣＤＲＨ１に配列番号
１５３、ＣＤＲＨ２に配列番号１５４、およびＣＤＲＨ３に配列番号１５５、ＣＤＲＨ１
に配列番号１６９、ＣＤＲＨ２に配列番号１７０、およびＣＤＲＨ３に配列番号１７１、
ならびにＣＤＲＨ１に配列番号１８５、ＣＤＲＨ２に配列番号１８６、およびＣＤＲＨ３
に配列番号１８７を含む重鎖、または
（ｉｉ）ＣＤＲＬ１に配列番号４、ＣＤＲＬ２に配列番号５、ＣＤＲＬ３に配列番号６、
ＣＤＲＬ１に配列番号２０、ＣＤＲＬ２に配列番号２１、ＣＤＲＬ３に配列番号２２、Ｃ
ＤＲＬ１に配列番号３６、ＣＤＲＬ２に配列番号３７、ＣＤＲＬ３に配列番号３８、ＣＤ
ＲＬ１に配列番号５２、ＣＤＲＬ２に配列番号５３、ＣＤＲＬ３に配列番号５４、ＣＤＲ
Ｌ１に配列番号７０、ＣＤＲＬ２に配列番号７１、ＣＤＲＬ３に配列番号７２、ＣＤＲＬ
１に配列番号８６、ＣＤＲＬ２に配列番号８７、ＣＤＲＬ３に配列番号８８、ＣＤＲＬ１
に配列番号９９、ＣＤＲＬ２に配列番号５３、ＣＤＲＬ３に配列番号１００、ＣＤＲＬ１
に配列番号１０８、ＣＤＲＬ２に配列番号１０９、ＣＤＲＬ３に配列番号１１０、ＣＤＲ
Ｌ１に配列番号７０、ＣＤＲＬ２に配列番号１２４、ＣＤＲＬ３に配列番号１２５、ＣＤ
ＲＬ１に配列番号１３８、ＣＤＲＬ２に配列番号１０９、ＣＤＲＬ３に配列番号１３９、
ＣＤＲＬ１に配列番号１５６、ＣＤＲＬ２に配列番号１５７、ＣＤＲＬ３に配列番号１５
８、ＣＤＲＬ１に配列番号１７２、ＣＤＲＬ２に配列番号１７３、ＣＤＲＬ３に配列番号
１７４、ならびにＣＤＲＬ１に配列番号１８８、ＣＤＲＬ２に配列番号３７、ＣＤＲＬ３
に配列番号１８９を含む軽鎖を含む、請求項４に記載の抗体、またはその抗原結合断片。
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【請求項６】
　（ｉ）配列番号１３、２９、４５、６１、６５、７９、９５、１１７、１３１、１４５
、１５１、１６５、１８１、または１９５のうちのいずれか１つと少なくとも７０％の配
列相同性を有する重鎖可変領域、または（ｉｉ）配列番号１４、３０、４６、６２、８０
、９６、１０３、１１８、１３２、１４６、１６６、１８２、または１９６のうちのいず
れか１つと少なくとも７０％の配列相同性を有する軽鎖可変領域を含む、請求項１～５の
いずれか１項に記載の抗体、またはその抗原結合断片。
【請求項７】
　抗体またはその抗原結合断片であって、前記抗体は、配列番号１３のアミノ酸配列を含
む重鎖可変領域および配列番号１４のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、または配列番号
２９のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号３０のアミノ酸配列を含む軽鎖可
変領域、または配列番号４５のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号４６のア
ミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、または配列番号６１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域
および配列番号６２のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、または配列番号６５のアミノ酸
配列を含む重鎖可変領域および配列番号６２のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、または
配列番号７９のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号８０のアミノ酸配列を含
む軽鎖可変領域、または配列番号９５のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号
９６のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、または配列番号９５のアミノ酸配列を含む重鎖
可変領域および配列番号１０３のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、または配列番号１１
７のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号１１８のアミノ酸配列を含む軽鎖可
変領域、または配列番号１３１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号１３２
のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、または配列番号１４５のアミノ酸配列を含む重鎖可
変領域および配列番号１４６のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、または配列番号１５１
のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号１４６のアミノ酸配列を含む軽鎖可変
領域、または配列番号１６５のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号１６６の
アミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、または配列番号１８１のアミノ酸配列を含む重鎖可変
領域および配列番号１８２のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域、または配列番号１９５の
アミノ酸配列を含む重鎖可変領域および配列番号１９６のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領
域を含み、前記抗体は、デングウイルス感染を中和する、抗体またはその抗原結合断片。
【請求項８】
　（ｉ）請求項１～７のいずれか１項に記載の抗体と同じエピトープに結合する、または
（ｉｉ）請求項１～７のいずれか１項に記載の抗体と交差競合する、単離された抗体また
はその抗原結合断片であって、前記抗体またはその抗原結合断片は、デングウイルス感染
を中和する、抗体またはその抗原結合断片。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の抗体またはその抗原結合断片をコードするポリヌ
クレオチドを含む、核酸分子であって、前記ポリヌクレオチドが、配列番号７～１２、１
５、１６、２３～２８、３１、３２、３９～４４、４７、４８、５５～６０、６３、６４
、６６、７３～７８、８１、８２、８９～９４、９７、９８、１０１、１０２、１０４、
１１１～１１６、１１９、１２０、１２６～１２８、１２９、１３０、１３３、１３４、
１４０～１４３、１４４、１４７、１４８、１５０、１５２、１５９～１６４、１６７、
１６８、１７５～１８０、１８３、１８４、１９０～１９３、１９４、１９７、および１
９８の核酸配列と少なくとも７０％相同である配列を含む、核酸分子。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の抗体またはその抗原結合断片を発現する、細胞。
【請求項１１】
　任意で、（ｉ）治療における、（ｉｉ）デングウイルス感染を治療するための薬物の製
造における、（ｉｉｉ）ワクチンとして、または（ｉｖ）デングウイルス感染を中和する
ことができるリガンドのスクリーニングにおける使用のための、請求項１～８のいずれか
１項に記載の抗体、またはその抗原結合断片に結合するエピトープを含む、単離された、
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もしくは精製されたポリペプチド。
【請求項１２】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の少なくとも１つの抗体もしくはその抗原結合断片
、請求項９に記載の核酸と、薬学的に許容される希釈剤もしくは担体と、任意で、前記抗
体またはその抗原結合断片の半減期を延長させるために有用な薬剤と、を含む、薬学的組
成物。
【請求項１３】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の２種以上の抗体またはその抗原結合断片を含む薬
学的組成物であって、これらの抗体または抗原結合断片は、共に、各デングウイルス血清
型上の少なくとも２つの明確に異なるエピトープに結合することによって、デングウイル
ス血清型ＤＥＮＶ－１、ＤＥＮＶ－２、ＤＥＮＶ－３、およびＤＥＮＶ－４を中和し、こ
れらの抗体は、デングウイルス感染の抗体依存性増強の一因とはならない、薬学的組成物
。
【請求項１４】
　デングウイルス感染またはデングウイルス関連疾患の危険性を減少または低下させる方
法であって、それを必要とする対象に、治療もしくは予防有効量の、請求項１～８のいず
れか１項に記載の少なくとも１つの抗体もしくはその抗原結合断片、または請求項１２も
しくは１３に記載の組成物を投与するステップを含む、方法。
【請求項１５】
　（ｉ）デングウイルス感染の治療のための薬物の製造における、（ｉｉ）ワクチンにお
ける、（ｉｉｉ）デングウイルス感染の診断における、または（ｉｖ）正しい構造の特異
的エピトープを含有することを確認することによって、抗デングウイルスワクチンの品質
を監視するための、請求項１～８のいずれか１項に記載の抗体もしくはその抗原結合断片
、請求項９に記載の核酸、請求項１１に記載のポリペプチド、または請求項１２もしくは
１３に記載の薬学的組成物の使用。
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